
 

① 「多い」→「長い」 

② 生産性の向上と因果関係がないと思います。 

③ 「作業環境の影響」→「作業を求められることによる影響」 

④ 解決策のように見えるので、「効率化する」、「合理化を図る」などどうでしょうか。 

⑤ 端的に表現した方が良いと思いますので、削除。 

 

 
⑥ 「困難化している」→「難しくなっている」 

⑦ 前段で技術者不足を説明していますが、技術者確保することと働き方改革することと

どのような関係があるのでしょうか。課題設定に疑義があります。⑤と同様、「技術者

の確保が課題」。 
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⑧ 勤務形態の複雑化とはどのような状態か分かりません。不規則ということですかね。 

⑨ （２）の問題点ではないでしょうか。 

⑩ タイトルでは、「誰もが」とありますので、限定されていることに違和感があります。 

⑪ ⑤と同様、「働きやすい労働環境の整備が課題」 

 

 

⑫ 要スペース。 

 

 
⑬ 何を言い表したいのか分かりにくいです。「休日確保に配慮した発注」ですかね。 

⑭ 自動ではなかったですが、日当たり施工量から適正に工期設定することは昔からやっ

ていますよ。よって、適正な工期設定をすることは当たり前です（（不適切な工期設定を

しているように見えます）。 

⑮ 抽象的で分かりづらいです。どのような課題なのか、どんなルールなのか具体があると
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良いと思います。 

⑯ 工期延伸に伴う費用を支払うのは当たり前ですし、生産性の向上にどうしてつながるの

か分かりません。 

⑰ 適切な工期設定と支払いで、休日が確保できるのか説明が必要です。 

 

 

⑱ 業務の並行実施は、土木工事に限りません。そもそも、BIMとタイトルにあります。 

⑲ タイトルに BIM/CIM とあるのに、プレキャストの説明をするのは違和感があります。 

⑳ これも、BIM/CIMの関連性を説明する必要があります。 

㉑ このまとめの文もBIM/CIMとの関連性不明です。 

 

 

 
㉒ 前の文章と同じことを言っていませんか。 

㉓ 重機遠隔操作システムと併せて導入する必然性が分かりません。 

㉔ 特筆するような内容ではないと思います。 
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㉕ BIM/CIMもそうでしたが、この項目ではデジタルツインの話をすべきです。 

 

 

㉕ ZEB の説明がほとんどないこと、執務環境の改善は一般論すぎて建設技術的な観点が

足りないと思います。 

  ※解決策の見直しが必要ですね。 

 

 

㉖ 間違いではありませんが、ピンときません。生産性の向上に連動する波及効果は、コス

ト削減が最も相性が良いと思います。 

㉗ 懸念事項というより、メリットに見えます。 

㉘ 例示では、通常時はリモートワークしているので、オフィスの空洞化を防ぐ対応策にな

っているのですかね。利用できる場面も、特殊ケースすぎます。 

㉙ 問題は定着率の低さではなく、オフィス等の低利用ストックが増加すること（（この表現

も分かりづらいです→オフィスの空洞化）ですよ。論点がずれています。 
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